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福
岡
県
労
福
協
会
員
の
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
と
も
ど
も
、
良
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。  

　
昨
年
、
県
労
福
協
は
、｢

安
全
・
安
心
・
安
定
」
を
求
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉
募
金
活
動
は
、
す
っ
か

り
定
着
し
、
労
福
協
運
動
の
柱
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨

年
は
福
岡
県
西
方
沖
地
震
カ
ン
パ
に
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
被
災

地
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
九
州
労
金
、
全

労
済
の
協
力
を
得
て
新
た
に
始
め
た
「
生
涯
生
活
設
計
サ
ポ
ー
ト
講

座
」
も
、
こ
れ
か
ら
の
労
福
協
運
動
の
柱
に
な
っ
て
ゆ
く
事
で
し
ょ

う
。  

　
２
０
０
６
年
、
団
塊
の
世
代
リ
タ
イ
ヤ
ま
で
１
年
、
総
人
口
・
労

働
力
人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
高
負
担
・
低
給
付
時
代
…
…
。
労
福

協
と
、
加
盟
団
体
を
取
り
ま
く
状
況
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
過
日
、
連
合
・
労
福
協
・
労
働
金

庫
・
全
労
済
は
、｢

勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

た
め
の
４
団
体
合
意
」
を
行
い
ま
し
た
。  

　
連
合
の
地
域
協
議
会
に
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
勤
労
者
の
総
合
生
活
相
談
や
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
福
岡
は
、
す
で
に
県

下
７
地
域
協
議
会
の
事
務
局
長
が
地
域
労
福
協
事
務
局
長
を
兼
ね
て

お
り
、
日
常
活
動
が
で
き
る
体
制
は
、
で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

総
合
生
活
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
と
、
連
合
・
労

福
協
だ
け
で
は
限
ら
れ
た
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
然
な
が

ら
、
労
働
金
庫
、
全
労
済
、
生
協
連
な
ど
の
豊
富
な
人
材
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
活
用
す
る
事
が
必
須
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
運
営
は
労
福
協
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

連
合
も
、｢

地
域
協
議
会
強
化
」
の
柱
に
据
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
く
連
携
し
、
文
字
ど
お
り
、
勤
労
者
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
を
進
め

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。  

　
安
全
・
安
心
・
安
定
は
、
公
助
・
自
助
・
共
助
、
ど
れ
が
欠
け
て

も
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
労
福
協
の
役
割
は
、
自
ず
と
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
、
今
年
も
健
康
で
明
る
く
や
っ
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
。 
ももち浜の朝日 撮影　伏下 隆一 

福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
 

会
　

長
　
山 

口
　
正 

三 

（
連
合
福
岡
会
長
） 
Vol.８３ 
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　　　福岡県生活協同組合連合会 

 会長理事　村岡五十次 
　　　北九州総合労働会館 

 理事長　赤峯　武利 

　　　九州労働金庫福岡県本部 

 本部長　中村　太良 
　　　全労済福岡県本部 

 理事長　舌間　一成 

　新年明けましておめでとうございます。 
皆様におかれましては、ご家族ともども良いお正
月を迎えられたこととお喜び申し上げます。 
　旧年中は、真鶴会館に対しまして格別のご協力
ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。昨年は相次
ぐ大事故が発生しました。３月２０日に発生した「福

岡県西方沖地震」、台風、水害など多くの方が被災されました。特に「福
岡県西方沖地震」は県民にとっても大変な出来事であり、安全、安心が
脅かされる歴史的にも大変な年でもありました。そのような中、日経連
は２００６年の景気の動向については踊り場を克服し息の長い大局面に入っ
たとして本格的な回復基調にあると言われています。しかしながら、中
央と地方、大手と中小企業ではまだまだ温度差があり、景気が回復した
実感はないと思っています。 
　さて、真鶴会館も「再建計画１０年」の今年は７年目になります。お陰
をもちまして当初の計画通り再建策に沿って順調な運営を続けていますが、
厳しい経営環境は依然として続いています。 
　特に政府は、平成１８年４月より行政改革の一環として公益法人を非営
利法人に転換しようとしています。会館運営が一段と厳しい状況下に置
かれるのは必至です。又当会館も昭和５５年にオープンして今年で２６年を
経過しています。設備の老朽化、エレベーター、ビルの側壁の補修等、
課題を抱えています。 
　特に会議室収入の落ち込みが著しく、長期不況の中で、その解決策を
見い出せない状況にあります。 
　会員の皆様を始め連合福岡北九州、地域労福協、福祉事業団体の皆様
に対して改めて会場、会議室の積極的なご利用をお願い申し上げます。 
　今年も一層のご協力を賜りますようお願い申し上げ新年のご挨拶とさ
せて頂きます。 

 

　新年を気持ちもあらたに、お迎えのことと存じ

ます。新しい年が、穏やかで明るく、希望のもて

る良い年でありますよう、心から祈念申し上げます。 

　団塊世代の大量離退職や、高齢化・人口減少な

どが目前にせまるなか、税金や年金・医療をはじめ、さまざまな社会福

祉の制度が、「改革」という名のもと、見直しがメジロ押し状態にあり

ます。 

　結果として、勤労者の生活環境は、高負担・低保障化が加速し、家計

への影響は、厳しさと深刻さが増してきています。 

　こうした時代や環境にあるだけに、これまで以上に連合と労福協と事

業団体（労金・全労済など）が連携と連帯を強め、総合力で山積する課

題を、克服していかなければなりません。 

　私たち全労済も、相互扶助・助け合いの生協として、その責任と役割

りを果すべく、生涯生活保障設計運動を軸に、「全労済だからこそ出来

ること」「全労済でなければ出来ないこと」に、チャレンジしていく所

存であります。 

　常日頃からの全労済運動と事業推進活動への、ご理解とご支援に、感

謝申し上げますとともに、本年も格別のご協力を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

 

　２００６年の幕開けを心新たにお迎えのことと存じ

ます。皆さんにとって、本年がよい年となります

ようご祈念申し上げます。 

　昨年も多事多難な１年間でしたが、労金にとりましても日常の営業施

策に加え「個人情報保護法対応」や「ペイオフ完全実施対応」並びに「セ

キュリティー対策」など、重要な課題に直面した１年でした。この間、

会員やお客さまにもご迷惑やご不便をおかけしましたが、総力を結集し

て対処してきたところです。 

　当金庫は、２００５年度から３年間をターゲットとした第２期中期経営計

画を掲げ、「新生九州ろうきん」の創造に取組んでいます。そして、着

実に拡大されつつある業績をお客さまへの新たなサービス提供として還

元していく決意です。 

　本年も、全役職員一丸となって、「ろうきん」本来の使命を果たして

まいりますので、引き続きご支援いただきますようお願い申し上げ、新

年のごあいさつとします。 

 

　新年あけましておめでとうございます。  
　この一年間、地球温暖化問題をはじめ地球規模
の環境問題は、一層深刻で切実な課題となってい
ます。食料問題とともに、国内外での異常気象は
その兆候を示しています。地球規模の異常気象を
軽視するわけにはまいりません。  

　昨年は、地震と集中豪雨の自然災害で、普段の生活の中に不安が押し
寄せてまいりました。専門家の方達の見方では、今後も大きな自然災害
が押し寄せてくる可能性が高い、とのことです。自然破壊の最大の要因
は核の脅威と戦争であり、多くの犠牲を強いられています。平和的解決
を求める世界中の声を振り切り、イラクに対する武力攻撃が行使され、
報復に対して報復を基調とした紛争が激化し、日本もその危険な一翼を
担ってきました。  
　国内では、一部の企業で回復方向にありながら、一般消費者の暮らし
は一段と低下し深まる消費不況の中で更なる「増税と社会保障制度改悪」
の進行により、国民の生活は不安感が増大しています。BSE・鶏・ダイ
オキシン・遺伝子組み換え食品や食品偽装問題、振り込み詐欺等の消費
者トラブルが発生し、暮らしと命にとって大変な年でありました。  
　同時に一方では、食の安全の社会的システムの構築、消費者基本法の
改正・消費者条例の見直し等を進めていく上で、大きく前進させる一面
もありました。  
　生活協同組合では、昨年、事業基盤を確立させる取り組み、食の安全
を求める取り組み、身近な地域での環境や福祉の取り組み、子育て活動
支援の取り組み、災害ボランティアの取り組み等を進めて参りました。
地域社会の一員として、暮らしの安心感を作っていくために微力を尽く
して参りましたが、現在の情勢は私たちに更なる努力を求めています。  
　新年の初めに、暮らしと命を守る生活協同組合として、さらに新たな
決意を持って奮闘せねばならないと考えております。  
　今年も倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

２００６年 会員が持てる「知恵と力」を合わせ あらゆる変化へ挑戦していきます。 
会員が持てる「知恵と力」を合わせ 
あらゆる変化へ挑戦していきます。 
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福津市 

筑前町 

うきは市 

上毛町 

東
峰
村 

福岡地域労福協 福岡地域労福協 
〒８１０－００４２ 
福岡市中央区赤坂１－９－１ フドウ赤坂ビル２階 
TEL ： ０９２－７６１－３４６８ 
FAX ： ０９２－７６１－３４６９ 
〔発足日〕’９６.２.２ 

江藤会長 梅事務局長 

筑紫・甘朝地域労福協 筑紫・甘朝地域労福協 
〒８１８－００７２ 
筑紫野市二日市中央１－８－２１ 
TEL ： ０９２－９１８－０８００ 
FAX ： ０９２－９１８－０８０５ 
〔発足日〕’９３.２.２０ 

浦部会長代行 小森事務局長 

田中事務局長 

北筑後地域労福協 北筑後地域労福協 
〒８３０－００２１ 
久留米市篠山町３－１６８ 労働会館内 
TEL ： ０９４２－３１－２３８８ 
FAX ： ０９４２－３０－５６８３ 
〔発足日〕’９５.１２.４ 

藤田会長 小柳事務局長 

南筑後地域労福協 
〒８３６－０８４２ 
大牟田市有明町２－２－９大地評内 
TEL ： ０９４４－４３－５３７０ 
FAX ： ０９４４－４３－５３７０ 
〔発足日〕’９３.１２.３ 

松岡会長 本田事務局長 

北九州地域労福協 北九州地域労福協 
〒８０３－０８４４ 
北九州市小倉北区真鶴１－５－１５ 

真鶴会館内 
TEL ： ０９３－５８２－７１５０ 
FAX ： ０９３－５８２－７６３７ 
〔発足日〕’９３.９.３０ 

佐伯事務局長 

京築・田川地域労福協 京築・田川地域労福協 
〒８２４－００３１ 
行橋市西宮市３－１－１６ 周防ハイツ１０３ 
TEL ： ０９３０－２５－４０４０ 
FAX ： ０９３０－２５－４０６５ 
〔発足日〕’９６.２.２９ 

榎本会長 

遠賀川地域労福協 遠賀川地域労福協 
〒８２２－００１７ 
直方市殿町７－４８ 直方労働会館内 
TEL ： ０９４９－２５－０５０１ 
FAX ： ０９４９－２５－０５１０ 
〔発足日〕’９５.１１.２５ 

荒金会長 鎌田事務局長 

宮　会長 

地域労働者福祉協議会 地域労働者福祉協議会 
人と暮らし・環境に優しい、福祉社会の実現、地域で事業推進と福祉向上に取り組みます。 

福岡県 

写真右から 

大塔　鉄雄（編集委員）　田中　久己（編集委員） 

伏下　隆一（事務局長）　上田　　生（編集委員） 

萩尾　幸子（職員） 県労福協　役職員一同 
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セーフティネット セーフティネット 
相
談
弁
護
士 

2004年8月1日より相談窓口を開設しています。 

博多都ホテル 

市川法律事務所 
博多東ハニービル７階 

久留米方面 小倉方面 
JR博多駅 

NTT博多支店 

アパマン 

筑紫口 

福岡県 
福岡東総合庁舎 

JR小倉駅 

東京三菱 
銀行 

カメラの 
ドイ 

日興 
証券 

旧電車通り 

平
和
通
り 

伊勢丹 

南口 ONO 
ビル 

北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済／住宅生協／生協連／真鶴会館 

保障のことなら 

全国労働者共済生活協同組合連合会 

http : //www.zenrosai.or.jp/

■お問い合わせは 

福岡県本部 

笑顔でつながる。 
安心がひろがっていく。 

本年も九州ろうきんを 
宜しくお願い申し上げます。 

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

全労済福岡県本部 

理 事 長  

副理事長 

副理事長

副理事長 

専務理事 

舌 間 一 成  

宮 　 和 彦  

砂 川 由 弘  

矢 田 信 浩  

湯 浅 義 信  

〒810- 8611 
福岡市中央区舞鶴1 ー 1 ー 7 
（全労済モルティ天神ビル）  

市川法律事務所　弁護士 市川　俊司 
福岡市博多区博多駅東２丁目２－２ 博多東ハニービル７階 
TEL 092－432－5211

ナリッジ共同法律事務所　代表弁護士 石井　将 他３名 
北九州市小倉北区京町２丁目７－７ ONOビル５階 
TEL 093－531－3515

２．但し、着手金、弁護士報酬金、その他必要経費は、個人負担となります。 
３．相談窓口は、県・地域労福協および、九州労働金庫福岡県本部・各支店で受け付けます。 

１．相談対象範囲 
① 労福協の会員及びその構成員（家族含む） 
② 《ろうきん》の会員（労働組合）・組合員（家族含む） 

ろうきん会員（労働組合）・組合員（家族含む） 労福協会員及びその構成員（家族含む） 

①② 

① 

連携 

② ① 

①② 

　② 

担 当 「 弁 護 士 」 

ろ　う　き　ん 県・地域労福協 

7905W01

〒８１０－８５０９ 
福岡市中央区大手門３－３－３ 

http://kyusyu .rokin.or.jp/

ふれ愛バンク 

九州労働金庫福岡県本部 

本 部 長  

中　村　太　良 

役 職 員 一 同  


